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使用上の注意 (スタークル粒剤)

ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意する
こと。

1) ミツバチの巣箱及びその周辺に飛散する恐れがある場合
には使用しないこと。

2) 養蜂が行われている地区や受粉等を目的としてミツバチ
等を放飼している地区で使用する場合は、関係機関への連
絡を徹底し、ミツバチ等の危害防止に努めること。
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耕地面積当たりの農薬使用量

～2006年

日本が世界1位

2009年

1位 中国

2位 日本

3位 韓国
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残留農薬基準値 日本とEUの比較

イチゴ 6 倍

ブドウ 2 5倍

茶葉 3 0 0 倍
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ネオニコチノイド系農薬の特徴

浸透性
野菜や果物の中に浸透して果実や茎、葉、根を食害す
る害虫を殺す

残効性
無味無臭、そして殺虫効果が長く続くので農薬散布の
回数を減らすことができる

神経毒性
昆虫の神経経路を異常にして殺す農薬
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もしハチが地球上からいなくなると、人間は
4年以上は生きられない。

ハチがいなくなると、受粉ができなくなり、
そして植物がいなくなり、
そして人間がいなくなる。

アルバート・アインシュタイン
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UNEP（国連環境計画）がまとめた、USにおける生産力のある蜂コロニー数の推移
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このまま減少が続くと、

2037年？

20～25年後にゼロ！

11



12
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画像：
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